
産官学が集中する首都圏な
らではの豊富な情報とノウ
ハウ、多様な経験と技術を
持った人材

全国最大規模のJICA研修
員の受入拠点

中央省庁、地方自治体の強
みを組み合わせた研修

埼玉県が実施する「埼玉・ア
ジアプロジェクト」の支援

●

●

●

JICA東京

丸川 櫻子

❻

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

全国2位の農業産出額を誇
る茨城県、研究学園都市と
して研究機関が集積するつ
くば市の専門性

県内1位の農業産出額の鉾
田市が取り組む官民連携に
よる市場志向型農業振興

JICA筑波内にある圃場を
生かした実践的な農業研修
と地域の人と研修員の交流

●

●

JICA筑波

鈴木 俊康

❺

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

都心部の利便性を生かし、
国際協力の窓口となる“見
て、聞いて、触って”学べる
体験型施設

日本の国際協力が一目で分
かる展示

駐日大使館お墨付き料理
が味わえるカフェ

途上国の“今”を教えてくれ
る地球案内人

●

●

●

JICA地球ひろば

衣斐 友美

❼

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

日本最大規模の港町として
培ってきた港湾、水道、水
産などの技術、日系移民の
交流の歴史

水道事業をはじめとする横
浜市との連携研修

日系移民の歴史が学べる海
外移住資料館

研修員も参加するみなとみ
らい地区の清掃活動

●

●

●

JICA横浜

松宮 愛

❽

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

健康長寿県として培ってき
た地域医療のノウハウ、信
州弁「ずく」に象徴される労
を惜しまない精神

JICAボランティアが派遣前に
訓練を受ける駒ヶ根訓練所

派遣前の訓練生との地域
交流

“世界一幸せな国”ブータン
を紹介する講演

●

●

●

JICA駒ヶ根

瀧沢 浩一

❾

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

開発途上国と地域を結ぶ
結節点となっている、JICA
ボランティアが派遣前に訓
練を受ける二本松訓練所

派遣前の訓練生が、東日本
大震災の応急仮設住宅、地
域の農家や幼稚園などで行
うボランティア活動

Iターンした青年海外協力隊
OB・OGによる地域振興

●

●

JICA二本松

永井 涼

❹

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

日本海から太平洋に至る山
川里海の資源を生かした多
様な営み、厳しくも豊かな
自然と共生する知恵と工夫

東日本大震災からの復興・
復旧の経験共有

青年海外協力隊OBが地域
復興推進員として活躍

農漁村振興や環境保全など
持続可能な社会への挑戦

●

●

●

JICA東北

永見 光三

❸

国際協力に生かされている
地域の特性は？

豊かな自然、寒冷な気候、
開拓の歴史を生かした北海
道ならではの農林水産業や
地域開発

北海道と開発途上国が“wi
n-win”となる食と観光分野
での事業展開

寒冷地技術を生かした上下
水道整備や住宅建設など
の支援

●

●

JICA北海道（札幌）

あ
な
た
が
暮
ら
す
地
域
に
あ
ふ
れ
て
い
る
国
際
協
力
の
ヒ
ン
ト
。

J
I
C
A
国
内
拠
点
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
！

坂元 芳匡

❶

※国内拠点の連絡先は → www.jica.go.jp/about/structure/domestic/

今のイチオシは？今のイチオシは？今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

日本最大の食料基地である
十勝地方が育む畑作や畜
産、食の安全・安心に配慮
した農業経営と地域振興

食と農林漁業をキーワード
に、アジア諸国とつながる「フ
ードバレーとかち」

帯広畜産大学の学生が参
加する青年海外協力隊のグ
ループ派遣

●

●

JICA北海道（帯広）

佐藤 恭之

❷

国際協力に生かされている
地域の特性は？

世界農業遺産に認定された
能登の里山里海、伝統工芸
と先端技術、北陸新幹線開
業に向けたおもてなし精神

精米機メーカー、自動車リ
サイクル企業などによる中
小企業振興

世界農業遺産つながりのフ
ィリピン・イフガオの棚田
保全

●

●

JICA北陸

松柴 由佳

10

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

ものづくりを支える裾野の
広い産業分野、実は盛んな
農業や観光資源を軸とした
地域活性化

名古屋駅から徒歩でアクセ
ス可能ななごや地球ひろば

ものづくり技術・哲学を生
かした研修

複数の自治体が連携して取
り組む上水道研修

●

●

●

川淵 貴代

11

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

JICA中部
なごや地球ひろば

阪神・淡路大震災の教訓を
基に、この20年、自治体や
市民が熱心に取り組んでき
た防災活動

親子が楽しく学べる防災教
育「イザ！カエルキャラバ
ン！」

神戸市消防局による自主防
災組織「BOKOMI（防災福
祉コミュニティー）」活動

●

●

JICA関西

小野 済

12

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

過疎化・少子高齢化が進む
中で取り組んできた中山間
地域の開発、平和都市ヒロ
シマとしての平和構築

サンフレッチェ広島と連携し
たスポーツ分野の国際協力

地域の遺産を生かした平和
構築分野の研修

青年海外協力隊OB・OGに
よる地域おこし活動

●

●

●

JICA中国

川本 寛之

13

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

四国4県合わせて100以上、
国内シェア1位を誇るニッチ
トップ企業が培ってきたも
のづくりのノウハウ

地場産業を生かした中小企
業の海外展開

四国5大学との国際協力連
携講座

地元に根差した国際協力N
GOの活躍

●

●

●

JICA四国

花岡 潤

14

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

「環境モデル都市」として、
公害克服や高齢化社会など
日本が直面する課題に先進
的に取り組んできた経験

上下水道整備、廃棄物管理
など自治体のノウハウを生
かした技術協力や研修

産官学連携による技術開発
と活用

地域の優れた技術の発掘

●

●

●

JICA九州JICA沖縄

田中 宏幸

15

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？

島しょ性と亜熱帯性、独自
の歴史と文化、“いちゃりば
ちょーでー（一度会ったら
みんな兄弟）”の精神

自治体、中小企業との強力
な連携

水資源管理など島しょ地域
の強みを生かした技術

沖縄県系人ネットワークと
の連携

●

●

●

若杉 裕司

16

今のイチオシは？

国際協力に生かされている
地域の特性は？
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特集 地域発の国際協力
ニッポン魂が生きる

日
本

　広
が
る
！

国
際
協
力

に
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り
、
町
の
人
た
ち
は
彼
ら
か
ら
の
指

摘
を
通
じ
て
、
地
域
の
資
源
の
価
値

を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
異
文
化
交
流
に
と
ど
ま
ら
な
い

学
び
が
、
国
際
協
力
か
ら
生
ま
れ
て

い
る
の
で
す
」。

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、

外
国
人
居
住
者
が
増
え
て
い
る
日
本

で
は
、
今
ま
さ
に
、
多
文
化
共
生
の

地
域
づ
く
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の

宝
を
生
か
し
た
国
際
協
力
は
、
そ
の

一
歩
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　
上
下
水
道
整
備
、
廃
棄
物
管
理
、

防
災
対
策
、
産
業
振
興
…
。
ど
れ
も

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
だ
が
、
そ
れ
故
に
〝
あ
っ
て

当
た
り
前
〞
と
捉
え
て
し
ま
い
が
ち

だ
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
技
術

や
制
度
の
裏
側
に
あ
る
の
は
、
先
人

た
ち
の
絶
え
間
な
い
試
行
錯
誤
と
揺

る
ぎ
な
い
努
力
。
何
に
も
取
っ
て
代

わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
財
産
だ
。

　
そ
し
て
今
、
そ
ん
な
日
本
の
地
域

の
強
み
を
生
か
し
た
国
際
協
力
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
に
直
面
し
な
が

ら
も
見
事
に
戦
後
復
興
を
遂
げ
、
世

界
で
指
折
り
の
経
済
大
国
と
呼
ば
れ

る
ま
で
発
展
し
た
日
本
。「
現
在
も
少

子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
工
夫
し
な
が
ら
奮
闘
を

続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
生
み

出
さ
れ
た
も
の
は
、
実
は
こ
れ
か
ら

発
展
へ
と
向
か
う
開
発
途
上
国
で
も

応
用
で
き
る
も
の
が
多
い
の
で
す
」

と
、
日
本
と
途
上
国
の
地
域
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
き
た
龍
谷
大
学
の
西
川

芳
昭
教
授
は
話
す
。

　
国
際
協
力
は
、
は
る
か
遠
い
国
■

の
経
験
を
途
上
国
に
伝
え
る
こ
と
は
、

新
た
な
出
会
い
、
発
見
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。
西
川
教
授
は
自
身
が
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
長
崎
県

小
値
賀
町
で
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

場
面
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
う
。

佐
世
保
港
か
ら
高
速
船
で
１
時
間
半
、

人
口
約
２
７
０
０
人
の
小
さ
な
町
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
一
方
、

若
者
の
減
少
や
医
療
施
設
の
不
足
な

ど
、
離
島
な
ら
で
は
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
研
修
員
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

で
、
限
ら
れ
た
人
が
や
る
特
別
な
も

の
。
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
る
人
も

多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
身
の

回
り
に
あ
る
も
の
こ
そ
が
、
途
上
国

の
国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
実
践

の
場
で
大
い
に
力
を
発
揮
す
る
の
だ
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
日
本
の
地
域
の

人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
国
際
協
力
は

初
め
て
取
り
組
む
に
は
少
し
敷
居
が

高
い
の
も
事
実
。
さ
ら
に
自
分
た
ち

の
経
験
が
途
上
国
で
ど
う
生
き
る
の

か
、
自
身
で
は
気
付
き
づ
ら
い
も
の

だ
。

　
そ
こ
で
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
世
界
各
地
で
国
際
協
力
に
取

り
組
ん
で
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。
長
年
に

わ
た
る
現
場
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

日
本
の
地
域
が
国
際
協
力
に
貢
献
で

き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
実
感
し
、
途

上
国
と
の
〝
結
節
点
〞
と
し
て
全
国

に
国
内
拠
点
を
設
置
（
４
〜
５
ペ
ー

ジ
参
照
）。
途
上
国
の
文
化
や
習
慣
、

日
本
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
へ
の

出
前
講
座
、
途
上
国
か
ら
の
研
修
員

の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域

の
国
際
協
力
の
足
が
か
り
を
つ
く
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
の
人
た
ち
が
自
ら
■

日本各地に散りばめられている知恵や技術。
あなたの身の周りの“ちょっとしたこと”が、

実は、開発途上国の課題解決に役立っている。
編集協力：龍谷大学経済学部 西川芳昭教授

特集  地域発の国際協力

外
の
視
点
か
ら

自
ら
を
振
り
返
る

連
携
で
広
が
る

地
域
ぐ
る
み
の
国
際
協
力

栃木県日光市に連なる山 を々望む電車
と田園。日本各地には、それぞれの特性
から生み出された知恵や技術があふれて
いる（写真：山梨将典／アフロ）

ニ ッポン魂が生きる
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